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飛騨地区 家庭教育学級応援通信 

 

 

 

 

◇ 今年もやりますよ～ 白川村家庭教育ノート ココカラ→  在宅取組型 

○期間：令和５年度 夏休み 

○対象：白川保育園 白川郷学園の全家庭 

○主催：白川村教育委員会 

 

白川村教育委員会が中心となり取り組まれている

「白川村家庭教育ノート ココカラ→」（3 年目）は，家族

みんなが楽しく取り組めるための工夫満載！ 取組を通

してわが家のほっこりファミリー力を発見した喜びが，た

くさん紹介されています。 

 

＜願い＞ 

日ごろはあまり意識することのないわが家の姿を家族

みんなで見つめるためのノートです。家族が理解し合い，

尊重し合い，信頼し合い，家族の絆を深めていけることを

願っています。 

 

（保護者より） 『言葉かけ』は，朝起きてどんなに眠くて

も家族全員ちゃんと「おはよう」が言えていると，チェッ ク

しながら気付きました。地域の方に会っても私（母）が 

挨拶をした後に続き，「こんにちは！」などの挨拶が言える                         

子どもたち。わが家の良さだなと思います。 

（役員より） ご家族で一致して取り組まれていることがすばらしいと思いました。家族会議は本当に大切ですね。

これからも夫婦でトークを深めていきましょう。私たちも見習って取り組もうと思いました。ありがとうございます。 

＜わが家のファミリー力通信簿＞ 

令和６年２月２１日発行   ＮＯ１１ 

飛騨県事務所 振興防災課 振興防災係 

家庭教育推進専門職 ： 水 口 悟 

TEL：0577－33－1111（内線 235） 

E-mail：mizuguchi-satoru＠pref.gifu.lg.jp 

 

続けることで 習慣化する 

今年も PTA学級委員さん保育園父母の会役員さん

がコメントを書きました 

岐阜県には，「家庭教育支援条例」が設置されてお

り，保護者のみならず祖父母や地域の役割などが定めら

れています。家庭教育については，みんなで考えみんな

で支え合っていくことが大切です。そのために PTAや父

母の会が家庭教育推進に関わっていくことは重要です。 

tel:0577
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◇ ひだ遊育スクール richffl  第３回 ゆるりん交流会  サロン型 

 

○ 期日：令和 6年１月 16日（火）   ○ 場所：飛騨高山ビックアリーナ 

○ 主催：高山市市民団体 ひだ遊育スクール richffl 

 

今年度３回目（７月・９月・１月）の開催となった「ゆるりん交流会」。

子育て中の親さんが集える場所や機会をつくり出しているところがす

ばらしいです！ 家庭から一歩踏み出して行けるところの存在はとても

重要です。リフレッシュできる，新しい気づき（学び）がある，仲間とおし

ゃべりができる，情報を共有できる，自己肯定感を高め子育てへの意

欲を継続できる・・・。雪の降る日でしたが，参加者が次々とドアを開け

部屋に入ってみえました。 

 

  ゆるりん交流会の特徴は，子どもの発育発達に関わる専門職の

方々と，気軽に交流できる場があるという点です。日頃のちょっとした

悩みや不安を質問しながら交流できる時間は，意外と無いものです。 

ちょっとそのことを知っていて，毎日の子育てをしていることは大切なこ

とです。今回は，２０分毎に聞きたい専門職の輪に移動しながら，交流

が進められました。専門職の方々のワンポイントアドバイスに「なるほ

ど」と頷き，「できるかも」と前を向く姿勢が，すばらしいです。 

 

＜「足とくつの相談所」との交流＞ 

  くつは，子どもの柔らかい足を守る（ホールドする），筋力のバランス

のとりやすいものを選ぶことが大切です。選ぶポイントは２つです。 

・子どもの足とくつの縦と横のサイズが合っていること 

・子どものかかとが固定されるように，くつのかかとが硬いもの 

 

＜「歯科衛生士」さんとの交流＞ 

 食後の歯磨きの仕上げは，親さんがしてあげることが理想です。 

しかし，お子さんが毎日歯磨きを続ける習慣をつくることが大切なので，仕上げ磨きは１日１回にするなど，お互

いに無理をしないで，家族のペースで進めることが大切です。 

ゆるっと繋がる地域の輪 

 

  日頃より地域でご活躍の専門職の方々と気軽にゆるりと 

交流してみませんか？ 子育てのお悩み解決やお話ししてみ

たかった方々と出会えるきっかけになればと企画しました！！ 

 

～ 専門職の方々のご紹介 ～ 

○足とくつの相談所 ふき  ○助産師のんのん 

○歯科衛生士  ○保育士  ○スキンケアアドバイザー 

＜聞きたいテーマに移動しながら交流＞ 

＜専門職の話に耳を傾ける参加者＞ 
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◇ 飛騨市 家庭教育支援チーム ハルジオン  サロン型  アウトリーチ型支援 

 

＜活動の概要＞ 

学校生活に悩む小・中・高校生と家族の相談と当事者

だからこそ安心して寄り添える居場所の確保と，それぞれ

が自分らしく生きるための長期にわたり可能な伴走支援を

行う。 

 

＜主な活動＞ 

○子どもの学びもできる居場所（毎週３回） ・場所：民家（空き家）を利用 

○ハルジオン café（毎月第 1･3･４水曜日 19:00～21：00  第２水曜日 15：30～17：30） 

   ・場所：Hida-mari  ＊第２水曜日のみ子どもの居場所にもなります。 

 

＜家庭教育支援チームの登録（文部科学省）＞ 

飛騨市の市民団体・ハルジオンは，令和３年度から Hida-mari を上記の様に子どもや保護者が安心して過

ごせる居場所を提供してきました。今年度５月には，新たに民家を利用し子どもの居場所の提供を始めています。

さらに、今年度９月に文部科学省の「家庭教育支援チーム」として登録をされ活動をしています。 

 

 代表の方は，『今回，文部科学省の「家庭教育支援チーム」としての登録をしていただいたおかげで，地域の

皆さんにより信頼を得らることができ，活動が進めやすくなった』という実感をもってみえます。 

また，登録のメリット（全国に向けて情報を発信・ロゴマークの活用・家庭教育支援に関する情報や資料等の

提供を受ける(参考：文部科学省「家庭教育支援チーム」の手引き)）を最大限に活かし，‘親子が自分らしく生き

るために伴走型支援を継続’しようと意欲的に活動を進められています。 

 

１月，とてもあたたかくきれいな部屋（ハルジオン café）で，スタッフと参加者の交流が進められていました。あ

たたかくゆったりとした時間が，保護者の不安や悩みを温かく包み込んでいます。代表の方が「一緒にいろいろ

なお話をしながら，子どもたちのことと自分たちのことのどちらも大切にできる様，気軽にお声かけください。」と

話されました。ハルジオンでは，時々勉強会や交流会，また進学や就職の相談も行っています。 

はじめまして ハルジオンです 

～不登校や不登校経験者の子と親と一緒に歩む会～ 

 

【小中高生のみえる御家族の方へ】 

お子さんの様子が気になる時や，悩みがある時，困った

時にお話しできる場所があることご存じですか？ 

  

 

 

 

 

       

 

＜ハルジオン café  スタッフと交流する保護者＞ 

コンセプト：「温かく包む支援の輪」 

地域の人々の支援の輪が，子供や保護者

の方を温かく包み込むイメージを体現したロ

ゴマークです。 

(文部科学省「家庭教育支援チーム」の手引き) 

＜ハルジオン  自作リーフレット＞ 
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◇ 高山市立宮小学校  家族と一緒に考える『冬休みチャレンジ』 在宅取組型 

○期間：令和５年度 冬休み  ○対象：全校の親子  ○主催：PTA家庭教育委員会 

 

 

 

 「A３判（カラー印刷）のカードが良かったね。全校の児童も保護者

も見やすく書きやすい！」「どの子も『未来日記を書こう』のコーナー

にびっしり書いているね！」「このカードは各家庭で掲示したり保存し

たりして，家族が応援していけるといいね」 ・・・ 委員会の皆さんが

集まり考え実践し見届ける活動が，保護者同士や保護者と先生方の

つながりを高め，子育てのネットワーク（みんなで子どもを育てるつな

がり）を太くしています。すばらしい！ 

 

家庭教育だより 2023年 冬号 

「家庭教育だより」は家庭教育においての活動を

お知らせするために発行している PTA広報です。 

今年の冬休みは，色塗りカレンダーをやめ，家族と一緒に目標

を考えるための『冬休みチャレンジ』に変更。  

子どもたちはすでに学校の取組の中で，‘なりたい自分’につい

て考えています。 

そこでお家の方たちと一緒に，新年より新たに目標を考える有

意義な時間を過ごしていただくとともに，今後のワクワクを一緒に

考える楽しい時間を冬休みの貴重な時間の過ごし方の一つとして

取り入れていただきたいという思いで変更しました。 

＜全校児童のカードを見届ける役員＞ 

・2024年をどんな1年にしたいですか？未来日記を書こう！ 

2024 年に向けた抱負の漢字に書いたように，「テストの点数をまい回１００点満点になる」ができる

ようになりました。そして，かしこく，人にやさしくすることができるようになりました。 

 


